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Village Topics

高
村
チ
ー
ム　

伝
統
の
走
り
で
健
闘
! !

日
　

第
54
回
を
迎
え
た
高
知
県
市
町
村

対
抗
駅
伝
競
走
が
、
１
月
29
日
㈰
午

前
10
時
に
室
戸
市
室
戸
岬
を
ス
タ
ー

ト
、
安
芸
市
に
至
る
８
区
間
45
・
５

㎞
の
コ
ー
ス
で
29
市
町
村
47
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
朝
か
ら
暖
か
い
晴
天
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。
レ
ー
ス
で
は
３
区

間
で
区
間
新
記
録
が
で
る
な
ど
、
例

年
に
比
べ
全
般
的
に
好
調
と
な
っ
た

高
知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走

大
会
で
し
た
。
日
高
村
チ
ー
ム
も
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
健
闘
し

ま
し
た
。
特
に
第
４
区
の
馬
場
博
之

選
手
は
区
間
11
位
と
好
成
績
を
残
し

ま
し
た
。伝
統
の
走
り
を
受
け
継
ぎ
、

更
な
る
発
展
を
求
め
て
取
り
組
み
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
本
当
に
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

第1区（室戸岬～室戸市役所前）6.4㎞
　今井　明秀（大橋東）
　　24分45秒　［44］

第2区（室戸市役所前～吉良川黒耳）6.7㎞
　馬場　洋明（九　頭）
　　26分57秒　［43］

第3区（吉良川黒耳～吉良川橋西詰）2.8㎞
　森下　僚太（九頭・日高中3年）
　　10分11秒　［44］

第4区（吉良川橋西詰～羽根橋西詰）4.6㎞
　馬場　博之（九　頭）
　　16分07秒　［11］

第5区（羽根橋西詰～奈半利下村）9.2㎞
　中野　裕介（長　畑）
　　36分02秒　［43］

第6区（奈半利下村～レストラン岬）2.8㎞
　竹田　聡志（石田・日高中3年）
　　9分31秒　［16］

第7区（レストラン岬～下山公民館）5.6㎞
　前田　修平（西　田）
　　23分01秒　［44］

第8区（下山公民館～安芸江湖川橋）7.4㎞
　山中　英裕（下の谷）
　　27分18秒　［27］

総合順位　　47チーム中41位 ( 前半42位･後半40位 )
総合タイム　２時間53分52秒 ( 前半１時間18分00秒 )

監督　川瀬　卿宥（岩目地東）
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Village Topics
　

日
高
村
消
防
団
初
午
行
事
式
典

　

日
高
村
消

防
団
の
出
初

を
祝
福
す
る

か
の
様
に
、

２
月
５
日
㈰

の
朝
は
、
例

年
に
無
く
、

暖
か
く
晴
れ

渡
っ
て
い
ま

し
た
。

　

午
前
８
時

30
分
の
消
防
団
を
召
集
す
る
サ
イ
レ
ン

の
合
図
と
共
に
、
村
内
の
消
防
関
係
車
両

が
次
々
と
日
下
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
到

着
、
分
団
ご
と
互
い
に
新
年
の
挨
拶
を
交

わ
し
た
後
、分
団
の
分
列
行
進
を
始
め
に
、

伝
統
と
礼
式
を
重
ん
じ
る
「
平
成
18
年
日

高
村
消
防
団
初
午
行
事
式
典
」
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
臨

む
消
防
団
員

の
方
の
表
情

は
、
ど
の
顔

も
精
悍
で
、

ま
た
そ
の
所

作
に
あ
っ
て

は
一
矢
乱
れ

る
事
な
く
機

敏
で
あ
り
、

日
頃
よ
り
練
磨
さ
れ
た
消
防
技
術
と
精
神

が
随
所
に
見
ら
れ
、
観
閲
に
来
ら
れ
た
来

賓
の
方
も
そ
の
厳
格
な
式
典
を
温
か
く
見

守
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

「
地
域
に
密
着
し
た
消
防
団
活
動
を
、」

　

式
典
式
辞
に
お
い
て
は
、
濱
田
団
長
よ

り
近
年
の
消
防
団
活
動
に
か
か
る
様
々
な

課
題
や
、
地
域
住
民
か
ら
の
要
望
等
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
で
も
昨
年
来
、
日
高
村
消
防
団
と
日

高
村
が
５
ヶ
年
の
計
画
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
村
内
各
地
域
へ
の
自
主
防
災
組

織
の
確
立
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
、
近
い
将

来
、
非
常
に
高
い
確
率
で
起
こ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
南
海
地
震
に
対
し
、
昨
年
に
引

き
続
き
消
防
団
と
し
て
も
出
来
る
限
り
早

急
な
自
主
防
災
組
織
の
確
立
を
目
指
す
と

共
に
、
地
域
に
お
け
る
消
防
訓
練
等
へ
の

積
極
的
な
参
加
に
取
り
組
み
、
現
在
よ
り

更
に
地
域
に
密
着
し
た
消
防
団
活
動
を
展

開
す
る
と
の
意
思
統
一
が
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

優
良
団
員
表
彰
（
６
名
）

　

本
年
も
、
入
団
よ
り
３
年
以
上
が
経
過

し
、
消
防
団
活
動
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る

次
の
方
が
優
良
団
員
表
彰
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
受
章
者
を
代
表
し
、
濱
田
団
員

が
謝
辞
を
述
べ
る
と
共
に
、
受
章
者
全
員

が
今
後
の
消
防
団
活
動
に
対
す
る
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

下
分
分
団　

団
員　

前
田
修
平

本
郷
分
団　

団
員　

松
岡
隆
久

本
郷
分
団　

団
員　

松
岡　

清

東
部
分
団　

団
員　

濱
田　

広

岩
目
地
分
団　

団
員　

森
下
順
平

　

退
団
者
感
謝
状
授
与
（
５
名
）

　

永
年
、
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
消
防
団
員
と
し
て
精
励
さ
れ
、
惜
し
く

も
平
成
17
年
を
も
っ
て
退
団
さ
れ
ま
し
た

次
の
５
名
の
方
に
退
団
者
感
謝
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

本　
　

団　

元
団
長　

戸
梶
昭
澄

中
央
分
団　

元
班
長　

金
子
真
也

下
分
分
団　

元
団
員　

河
村
哲
也

岩
目
地
分
団　

元
団
員　

山
岡
茂
男

岩
目
地
分
団　

元
団
員　

正
岡
美
知
男

　

新
任
団
員
紹
介
（
６
名
）

　

続
い
て
、
平
成
17
年
中
に
新
任
団
員
と

な
ら
れ
た
次
の
６
名
の
方
が
紹
介
さ
れ
、

部
隊
前
方
に
て
消
防
団
活
動
に
対
す
る
決

意
を
個
々
に
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

中
央
分
団　

団
員　

藤
岡
明
仁

下
分
分
団　

団
員　

戸
梶
浩
文

沖
名
分
団　

団
員　

藤
原
信
太
郎

東
部
分
団　

団
員　

宮
本
雅
臣

岩
目
地
分
団　

団
員　

山
岡
直
純

岩
目
地
分
団　

団
員　

保
木　

豊

　

一
斉
放
水

　

今
年
の
日
高
村
消
防
団
初
午
行
事
式
典

の
最
後
を
締
め
く
く
る
一
斉
放
水
は
、
日

高
村
下
分
江
尻
地
先
に
お
い
て
、
サ
イ

レ
ン
の
合
図
と
共
に
、
全
団
の
ポ
ン
プ
車

両
及
び
小
型
ポ
ン
プ
よ
り
、
青
い
空
に
向

か
っ
て
放
た
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
放
た
れ
た
水
は
新
春
の
太
陽

を
浴
び
、
見
事
な
虹
と
な
っ
て
式
典
の
最

後
を
彩
り
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
が
、
今
日
の
空
の
様
に

穏
や
か
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

午
行
事

初



　
２
月
９
日
に
加
茂
小
学
校
の
６
年
生
を
迎
え
て
、

中
学
校
体
験
入
学
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
学

校
の
概
要
説
明
や
各
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
か
ら
部
活

動
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
後
、
パ
ソ
コ
ン
を
活
用

し
て
、
自
分
の
名
前
カ
ー
ド
の
作
成
や
中
学
校
か

ら
新
た
に
学
ぶ
こ
と
に
な
る
英
語
の
授
業
を
体
験

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
英
語
で
は
簡
単
な
自
己
紹

介
な
ど
の
学
習
を
し
ま
し
た
。

　
生
徒
会
執
行
部
の
生
徒
が
パ
ソ
コ
ン
や
英
語
学

習
の
と
き
補
助
を
し
、
６
年
生
か
ら
パ
ソ
コ
ン
の

操
作
方
法
や
英
語
の
答
え
方
に
つ
い
て
質
問
も
あ

り
、
丁
寧
に
説
明
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
　
授
業
の
体
験
後
、
卓
球
、
野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
の
見
学
を
行
い
、
バ
ッ
ト
や
ラ
ケ
ッ
ト
等
を

持
ち
実
際
に
体
験
を
し
て
い
る
児
童
も
た
く
さ
ん

い
ま
し
た
。

○生徒会長の言葉　（北添慶太）
　加茂中学校へようこそ！ 今日は加茂中学校を
知ってもらうための１日入学です。この後、学校
生活についての話や各キャプテンからの部活動紹
介があります。コンピュータや英語の実習もあり
ます。４月にみなさんが入学してくるのを楽しみ
に待っています。

〈卓球部男子〉
主将　青木　翔
　卓球部男子では試合も多いので一
人一人が目標を持って日々の練習に
取り組んでいます。練習は大変だけ
ど上達していくと、とても楽しくて
やりがいがあるスポーツです。是非、
卓球部男子に入ってください。

〈野球部〉
主将　北添慶太
　野球部では生活＝野球を目標に日々
努力しています。練習はとても楽し
いことばかりでプレーをする楽しさ
を味わってもらいたいので、ぜひ男
子全員野球部に入ってください。

〈卓球部女子〉
主将　岡田みさき
　卓球部女子の練習は基本練習から
自分の欠点を直すための課題練習等
に取り組んでいます。また、周りの
人と教え合いながら楽しくやってい
ます。是非、卓球部女子に入ってく
ださい。

部活動の紹介部活動の紹介

〈バレーボール部〉
主将　竹　千歳世
　バレー部では、試合で優勝を目指
して日々の練習に取り組んでいます。
バレー部は、チームワークがとても
よくて、とっても元気な人達ばかり
なので、ぜひぜひバレー部に入って
ください。
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地域の方と作り上げた劇「隠し田」
日下小５年生が
第41回生涯学習大会で上演！

地域の方と作り上げた劇「隠し田」
日下小５年生が
第41回生涯学習大会で上演！

地域の方と作り上げた劇「隠し田」
日下小５年生が
第41回生涯学習大会で上演！

　照明や音響など喜楽座のス
タッフの皆さんの本格的な応
援もあり、日高村内外の観衆
約200人の前で、堂々と熱演し
ていました。最後には、手話
で振り付けをした歌「さらり」
の披露もあり、会場は大きな
感動につつまれていました。

　２月から野村幸世先生をお迎えして、
学習クラブが再開しました。
　子どもたちは、宿題をしたり、学校
での出来事をお話したりと先生と一緒
に楽しく図書館で活動しています。
　当面、火曜日から金曜日の週４日間、
開催しています。

学習クラブが再開しました！

　日高村の文化財や史跡、自然のお宝をめぐるふ
るさとウォーキングが３月21日（火）春分の日に開
催されます。
　２月23日には、ボランティアのスタッフの打ち
合わせがありました。
　大人の方だけでの参加も大いに歓迎です。まず
は大人が日高村のすばらしさを知り、子どもたち
に伝えていきましょう。今回もたくさんのお宝を
発見できますよ！

第３回　ふるさとウォーキング  －本郷加茂編－

集合・解散　加茂公民館（ふれあいプラザ）
　　　　　　９：00－14：30　　
コ　ー　ス　平野→本郷→宇井→龍石→岩目地
参　加　費　無料
　　　　　　（参加賞のプレゼントもあります）
持　参　物　水とう、お弁当、おやつなど
申 し 込 み　日高村教育委員会（24－5115）

３月21日（火） 参加者大募集！３月21日（火） 参加者大募集！

　江戸時代の史実に基づいて作られた劇「隠し田」が、
２月19日（日）社会福祉センターで上演されました。
　子どもたちは、脚本づくりや演技指導などで、地
域の喜楽座のみなさんの指導を受け、昨年秋から練
習を続けてきました。この取り組みの中で日高村の
歴史とともに、人権の大切さや先人の努力など、数
多くのことを学ぶことができたようです。
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－国民年金－
お問い合わせは  24－5112

◎国民年金保険料は翌月末が納付期限で
す。期限内に納めるようにしましょう。

◎国民年金保険料の支払いは、便利でお
得な『口座振替』をご利用ください。

（例：３月中に登録をした場合）

～通常の口座振替～
（翌月末振替）

口座振替月

４月末日

５月末日

６月末日

保険料

３月分
４月分

５月分

６月分

保険料
３月分

４月分

５月分

口座振替月
４月末日

５月末日

６月末日

～早割の口座振替～
（当月末振替）

※ 月末が金融機関の非営業日の場合、
振替日は翌営業日となります。
※ 早割の初回振替は原則２ヶ月分（前
月分・当月分）となります。
　 また、割引は４月（当月）分以降の
保険料からとなります。

平成18年度の割引額につき
ましては、お近くの社会保険
事務所へお問い合わせくださ
い。

《参考》平成17年度割引額

～現金納付の場合～

毎 月 納 付 割引なし

６ヶ月前納 660円

１ 年 前 納 2,890円

～口座振替の場合～

毎 月 納 付 40円※

６ヶ月前納 930円　

１ 年 前 納 3,420円　

※早割を利用した場合

　

一
定
期
間
分
の
国
民
年
金
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
付
す
る
「
前
納
制
度
」
を
ご
利

用
い
た
だ
く
と
、
保
険
料
が
割
引
と
な
り
お
得
で
す
。

　

ま
た
、１
年
前
納
（
４
月
〜
翌
年
３
月
分
）
お
よ
び
６
ヶ
月
前
納
（
４
月
〜
９
月
分
・

10
月
〜
翌
年
３
月
分
）
は
、「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
納
付
書
（
現
金
）

で
前
納
す
る
よ
り
も
割
引
額
が
高
く
、
さ
ら
に
お
得
に
な
り
ま
す
。

○
月
々
の
納
付
も
口
座
振
替
の
「
早
割
」
な
ら
お
得
で
す

　

口
座
振
替
に
よ
る
毎
月
納
付
の
場
合
、
通
常
の
振
替
日
は
翌
月
末
で
す
が
、
当
月

末
振
替
の
「
早
割
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
保
険
料
が
割
引
と
な
り
お
得
で
す
。

○
年
金
相
談
の
受
付
時
間
延
長

　

３
月
13
日
㈪
は
、
県
下
４
つ
の
社
会
保
険
事
務
所
に
お
い
て
、
年
金
相

談
の
受
付
時
間
を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
知
東
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
毎
週
月
曜
日
に
年
金
相
談
の

受
付
時
間
を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
て
お
り
ま
す
。

○
第
２
土
曜
日
は
年
金
相
談
日

　

３
月
11
日
㈯
は
、
県
下
４
つ
の
社
会
保
険
事
務
所
に
お
い
て
、
午
前
９

時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
年
金
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

通
常
よ
り
混
雑
も
少
な
い
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

○
口
座
振
替
の
お
申
し
込
は
…

　

年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
、
預（
貯
）金
通
帳
、預（
貯
）金
通
帳
の
お
届
け

印
を
持
っ
て
、
金
融
機
関
や
郵
便
局
ま
た
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
口
座
振
替
に
よ
る
１
年
前
納
お
よ
び
６
ヶ
月
前
納
（
４
月
〜
９

月
分
）
は
、
４
月
末
日
（
今
年
は
休
日
の
た
め
５
月
１
日
）
の
引
き
落
と

し
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
３
月
中
に
社
会
保
険
事
務
所
で
事
前
登
録
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
お
早
め
に
直
接
社
会
保
険
事
務
所
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
を
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
あ
ら

た
め
て
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
18
年
度
の
割
引
額
等
、
詳
し
く
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
知
社
会
保
険
事
務
局

高
知
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

高
知
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
18
年
３
月
16
日
㈭
を
も
っ
て

廃
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
最
寄
り
の
社
会
保
険
事

務
所
の
総
合
相
談
室
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。



─広報ひだか３月号─　（6）（7）　─広報ひだか３月号─ 国保税、県村民税、固定資産税、介護保険料のお支払いは、口座振替が便利です。

「
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

「
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

「
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

　

高
知
保
険
医
協
会
は
県
下
の
医
師
・
歯
科
医
師
約
600

名
で
構
成
さ
れ
た
団
体
で
す
。
左
記
の
内
容
で
朝
９
時

か
ら
翌
朝
９
時
ま
で
、
24
時
間
同
じ
テ
ー
マ
の
テ
ー
プ

を
流
し
て
い
ま
す
。
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
電
話

番
号
は

０
８
８

－

８
３
２

－

５
２
６
６

で
す
。

▼
月
曜
日　

変
色
し
た
歯
の
は
な
し

▼
火
曜
日　

子
ど
も
発
熱

▼
水
曜
日　

心
臓
救
急
器
Ａ
Ｅ
Ｄ

▼
木
曜
日　

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
に

▼
金
曜
日　

お
産
の
た
め
の
い
い
体
操

▼
土
・
日　

金
属
ア
レ
ル
ギ
ー

３
月

※
日
曜
日
、
祝
日
は
前
日
と
同
じ
テ
ー
マ
が
流
れ
ま
す
。

の
ご
案
内

ご
み
を
野
焼
き
す
る
習
慣
を

や
め
ま
し
ょ
う

　

家
庭
か
ら
出
た
ご
み
を
付
近

で
焼
却
す
る
習
慣
は
、
ご
み
の

量
が
少
な
く
、
ご
み
収
集
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
な
い
頃
に
は
、

ご
み
処
理
の
た
め
に
相
応
の
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
ご
み
の
量
も
多
く
な

り
、
ご
み
質
も
複
雑
に
な
っ
て

い
ま
す
。
焼
却
は
十
分
管
理
さ

れ
た
焼
却
炉
で
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

野
焼
き
は
多
く
の
苦
情
が

よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す　

　

野
焼
き
の
ば
い
煙
や
悪
臭
に

対
す
る
苦
情
、
最
近
で
は
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
の
発
生
を
心
配
す
る

声
も
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
野

焼
き
で
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対

策
を
し
た
焼
却
炉
の
数
千
倍
か

ら
数
万
倍
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が

発
生
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

環
境
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を

減
ら
そ
う

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
は
、
ご
く

微
量
で
も
ガ
ン
や
奇
形
を
起
こ

す
な
ど
様
々
の
強
い
毒
性
が
あ

る
う
え
に
非
常
に
分
解
さ
れ
に

く
い
た
め
、
土
、
川
、
海
↓
生

物
↓
食
物
↓
人
と
食
物
連
鎖
に

よ
り
次
々
に
濃
縮
汚
染
さ
れ
、

人
に
害
毒
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
更
に
心
配
な
の

は
、
母
体
や
母
乳
↓
赤
ち
ゃ
ん

の
ル
ー
ト
で
の
影
響
で
す
。
21

世
紀
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

も
野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

中
央
西
福
祉
保
健
所　

環
境
課

☎
０
８
８
９

－

２
２

－

１
２
８
６

日
高
村
役
場　

健
康
福
祉
課

☎
２
４

－

７
８
５
１

◎「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に
より廃棄物の野焼きは一部の例外を除いて
禁止されています。

◎野焼きは直接罰の対象となります。

３年以下の懲役もしくは300万円
以下の罰金、またはこれらの両方

　

日
高
村
で
は
、
在
宅
の
重
度
の
身
体
・
知
的
・

精
神
障
害
児
者
に
対
し
、
障
害
者
の
社
会
参
加

と
、
介
護
者
及
び
家
族
の
精
神
的
経
済
的
負
担

の
軽
減
の
た
め
、福
祉
券
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
は
、
在
宅
で
生
活
す
る
身
体
障
害
者
手

帳
１
・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
１
・
Ａ
２
、
精
神

障
害
者
福
祉
手
帳
１
・
２
級
の
方
で
す
。

　

ま
だ
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー　

健
康
福
祉
課
（
☎
２
４

－

７
８
５
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

日
高
村
運
動
公
園
で
は
、
18

年
４
月
１
日
か
ら
平
日
（
月
〜

金
、
火
曜
日
は
休
園
の
た
め
除

く
）
８
時
30
分
〜
17
時
ま
で
の

時
間
帯
で
の
運
動
公
園
施
設
利

用
に
関
す
る
受
付
業
務
（
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
や
野
球
場
な
ど
の
予

約
等
）
に
つ
い
て
は
、日
高
村

教
育
委
員
会
事
務
局（
☎
２
４

－

５
１
１
５
）

で
取
り
扱
い
ま
す
。
従
来
の
お
問
い
合
わ
せ
電

話（
☎
２
４

－

５
７
３
５
）は
、
日
高
村
教
育
委

員
会
事
務
局
に
転
送
さ
れ
ま
す
。

　

住
民
の
皆
様
や
利
用
者
の
方
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
い
た
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※
夜
間
（
17
時
〜
22
時
）、
休
日
（
土
日
、
年

末
年
始
）
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お

り
で
す
。

や
め
よ
う
…　

ご
み
の
野
焼
き

運動公園からの
お知らせ

福
祉
券

（
タ
ク
シ
ー
券
・
ガ
ソ
リ
ン
券
・
お
む
つ
券
）

支
給
事
業
に
つ
い
て

＊募集戸数　１戸（２階202号室）
＊所 在 地　日高村下分1682－2
＊募集期間　平成18年３月１日～17日
＊家　　賃　毎年、入居者家族全員に収

入の申告をしていただき、
所得に応じて決定しますの
で金額は変わります。
平成17年度入居者の最低家
賃は、月額15,600円でした。

＊構　　造　鉄筋コンクリート造り３階
建　３DK

＊申し込み先　直接ご本人が申し込んでく
ださい。

申し込み用紙等は下記にあります。
　　日高村本郷61－1
　　　日高村役場企画課 ☎24－5113

県営住宅日高東団地入居者募集
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く・ら・し・の

情報
く・ら・し・の

情報

（被害事例２）
　東北地方在住の男性は、10月中旬、携帯電話サイト
で知った業者に、180万円（金利0.9％）の融資申込
みをしたところ、「信用を確認するため、当社と取引し
ている金融業者から融資を受けてください。そしてそ
の金を郵便小包で送ってください。そのお金は、消費
者金融解約センターを通じてこちらから返金します。」
などといわれ、大手金融業者の２社から総額90万円
の融資を受け、指示通り全額を送金してしまった。
　東京都の調査では、その業者は都知事登録業者を名
乗っていたが、架空の業者であった。また既に電話も
通じない状態にあった。

◎第一のポイント
■取引関係のないところから突然送
られてくる、「お金貸します」と
のダイレクトメール（ＤＭ）・携
帯メール等に注意。（低金利で、
しかも高額を貸し付けるかのよう
な広告に注意）

◎第二のポイント
■融資をする前に、様々な口実でお
金を振り込まそうとする手口に注意。
（保証料、保険料などの名目で必
ずお金を要求してきます）

◎第三のポイント
■「貸します詐欺」かもしれないと
感じたら、送金の前に以下に問い
合わせ。

「貸します詐欺」被害ホットライン
03－5320－4775
（東京都貸金業対策課）

　平日：午前９時～12時、
午後１時～４時30分　

※夜間・休日は、留守番電話の「受付
ダイヤル」になります。

騙されないための心構え三か条

　金融機関等を装った詐欺被害に対処するため、関係業界団体や行政機関等が連携して、
消費者に対する被害予防の呼びかけ、被害ホットラインの設置などの対策を進めています。

【参加団体】（17. 11. １現在）
（業界団体）　全国銀行協会、（社）全国地方銀行協会、（社）第二地方銀行協会、（社）生命保険協

会、（社）日本損害保険協会、（社）日本クレジット産業協会、（社）全国信販協会、日本証券
業協会、（社）全国信用金庫協会、（社）全国信用組合中央協会、（社）全国貸金業協会連合会、
（社）東京都貸金業協会　（計12団体）

（行政機関）　警察庁、警視庁、金融庁、東京都（事務局：産業労働局）

（被害事例１）
　九州地方在住の女性は、９月下旬、自宅に送られて
きたＤＭを見て 50万円の融資を申し込んだところ、
担当者から翌日連絡があり「本審査が通りました。登
録料５万５千円が必要です。そのお金は融資のときに
返還します。」などと言われ振り込んでしまった。そ
の後、「登録のエラーが出たのでもう一度振り込んで
ください。」「保証人は要りませんが一時保険金に加入
のため12万３千円が必要です。」などといわれ、総額
22万３千円を振り込んだが、その後の融資が行われな
かった。
　ＤＭでは大手の金融機関のグループ会社を装ってい
たが、東京都の調べでは、そのような業者はいなかった。

※以上の手口のほかにも、「信用保証機関への紹介」
や「債務データの改善」など様々な理由をつけて、
融資をする前に必ずお金を振り込ませようとしま
す。騙されないよう十分ご注意ください。

騙されないための心構え三か条騙されないための心構え三か条

こんな騙しの手口に注意こんな騙しの手口に注意

「金融機関等詐称被害に関する連携会議」「金融機関等詐称被害に関する連携会議」

「貸します詐欺」にご注意ください
　最近、大手金融機関などを装って、「お金を貸します」といった内容の偽物ＤＭ（ダイレクト
メール）・携帯メール等を送りつけて、保証金や保険金名目でお金を騙し取る新手の手口が急増
しています。
　このような詐欺行為を「貸します詐欺」といいます。
　被害にあわないよう十分ご注意ください。

騙されないために騙されないために

─広報ひだか３月号─　（8）（9）　─広報ひだか３月号─
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く・ら・し・の
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（被害事例２）
　東北地方在住の男性は、10月中旬、携帯電話サイト
で知った業者に、180万円（金利0.9％）の融資申込
みをしたところ、「信用を確認するため、当社と取引し
ている金融業者から融資を受けてください。そしてそ
の金を郵便小包で送ってください。そのお金は、消費
者金融解約センターを通じてこちらから返金します。」
などといわれ、大手金融業者の２社から総額90万円
の融資を受け、指示通り全額を送金してしまった。
　東京都の調査では、その業者は都知事登録業者を名
乗っていたが、架空の業者であった。また既に電話も
通じない状態にあった。

◎第一のポイント
■取引関係のないところから突然送
られてくる、「お金貸します」と
のダイレクトメール（ＤＭ）・携
帯メール等に注意。（低金利で、
しかも高額を貸し付けるかのよう
な広告に注意）

◎第二のポイント
■融資をする前に、様々な口実でお
金を振り込まそうとする手口に注意。
（保証料、保険料などの名目で必
ずお金を要求してきます）

◎第三のポイント
■「貸します詐欺」かもしれないと
感じたら、送金の前に以下に問い
合わせ。

「貸します詐欺」被害ホットライン
03－5320－4775
（東京都貸金業対策課）

　平日：午前９時～12時、
午後１時～４時30分　

※夜間・休日は、留守番電話の「受付
ダイヤル」になります。

騙されないための心構え三か条

　金融機関等を装った詐欺被害に対処するため、関係業界団体や行政機関等が連携して、
消費者に対する被害予防の呼びかけ、被害ホットラインの設置などの対策を進めています。

【参加団体】（17. 11. １現在）
（業界団体）　全国銀行協会、（社）全国地方銀行協会、（社）第二地方銀行協会、（社）生命保険協

会、（社）日本損害保険協会、（社）日本クレジット産業協会、（社）全国信販協会、日本証券
業協会、（社）全国信用金庫協会、（社）全国信用組合中央協会、（社）全国貸金業協会連合会、
（社）東京都貸金業協会　（計12団体）

（行政機関）　警察庁、警視庁、金融庁、東京都（事務局：産業労働局）

（被害事例１）
　九州地方在住の女性は、９月下旬、自宅に送られて
きたＤＭを見て 50万円の融資を申し込んだところ、
担当者から翌日連絡があり「本審査が通りました。登
録料５万５千円が必要です。そのお金は融資のときに
返還します。」などと言われ振り込んでしまった。そ
の後、「登録のエラーが出たのでもう一度振り込んで
ください。」「保証人は要りませんが一時保険金に加入
のため12万３千円が必要です。」などといわれ、総額
22万３千円を振り込んだが、その後の融資が行われな
かった。
　ＤＭでは大手の金融機関のグループ会社を装ってい
たが、東京都の調べでは、そのような業者はいなかった。

※以上の手口のほかにも、「信用保証機関への紹介」
や「債務データの改善」など様々な理由をつけて、
融資をする前に必ずお金を振り込ませようとしま
す。騙されないよう十分ご注意ください。

騙されないための心構え三か条騙されないための心構え三か条

こんな騙しの手口に注意こんな騙しの手口に注意

「金融機関等詐称被害に関する連携会議」「金融機関等詐称被害に関する連携会議」

「貸します詐欺」にご注意ください
　最近、大手金融機関などを装って、「お金を貸します」といった内容の偽物ＤＭ（ダイレクト
メール）・携帯メール等を送りつけて、保証金や保険金名目でお金を騙し取る新手の手口が急増
しています。
　このような詐欺行為を「貸します詐欺」といいます。
　被害にあわないよう十分ご注意ください。

騙されないために騙されないために
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　  平成18年度国家公務員採用試験日程
【大学卒業程度】

試験の種類 申込受付期間 第１次試験日
国家公務員採用Ⅰ種試験 ４月３日㈪～４月10日㈪ ４月30日㈰
国 家公務員採用Ⅱ種試験 ４月14日㈮～４月25日㈫ ６月18日㈰
国 税 専 門 官 採 用 試 験

４月３日㈪～４月14日㈮ ６月11日㈰労 働基準監督官採用試験
法 務 教 官 採 用 試 験
航 空 管 制 官 採 用 試 験 ７月18日㈫～８月１日㈫ ９月24日㈰

【高校卒業程度】
試験の種類 申込受付期間 第１次試験日

海上保安学校学生採用試験（特別） ４月３日㈪～４月10日㈪ ５月21日㈰
国 家 公 務 員 採 用 Ⅲ 種 試 験 ６月20日㈫～６月27日㈫ ９月３日㈰
刑 務 官 採 用 試 験

７月18日㈫～８月１日㈫

９月17日㈰
入 国 警 備 官 採 用 試 験

９月24日㈰皇 宮 護 衛 官 採 用 試 験
航空保安大学校学生採用試験
海上保安学校学生採用試験
海上保安大学校学生採用試験 ８月24日㈭～９月５日㈫ 10月28日㈯
気 象 大 学 校 学 生 採 用 試 験 10月29日㈰

県
立
高
知
短
期
大
学（
夜
間
）学
生
募
集

　

１　

社
会
人
入
試（
３
月
）

1 

応
募
対
象
者

　

２
０
０
６
年
４
月
１
日
現
在
で
22

歳
以
上
の
方
で
、
高
等
学
校
等
を
卒
業

さ
れ
て
い
る
方
若
し
く
は
２
０
０
６

年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方
な
ど

2 

出
願
期
間

２
０
０
６
年
２
月
15
日
㈬
〜
23
日
㈭

3 

選
考
方
法

　

事
前
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
自
己

推
薦
書
と
面
接
を
総
合
し
て
選
考
し

ま
す
。

4 

面
接
日

２
０
０
６
年
３
月
５
日
㈰

　

高
知
短
期
大
学
は
、
夜
間
に
（
午
後
６
時
か
ら
９
時
過
ぎ
ま
で
）
授
業
が
開
義
さ
れ
る
、
社
会
人
に

開
か
れ
た
２
年
制
の
県
立
・
短
期
大
学
で
、
年
齢
も
さ
ま
ざ
ま
な
学
生
が
、
法
律
、
政
治
、
経
済
な
ど

現
代
社
会
の
問
題
に
つ
い
て
広
く
学
ん
で
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
高
知
城
近
く
に
あ
り
通
学
に
も

便
利
で
す
。

　

本
学
で
は
、
２
０
０
６
年
度
の
学
生
を
左
記
の
よ
う
に
募
集
し
ま
す
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

２　

一
般
入
試

1 

応
募
対
象
者

　

高
等
学
校
等
を
卒
業
さ
れ
て

い
る
方
若
し
く
は
２
０
０
６
年

３
月
卒
業
見
込
み
の
方
な
ど

2 

出
願
期
間

２
０
０
６
年
２
月
27
日
㈪
〜

３
月
３
日
㈮

3 

選
考
方
法

学
力
試
験

　

教
科
：
公
民

　

科
目
：
現
代
社
会

4 

試
験
日

２
０
０
６
年
３
月
12
日
㈰

＊高等学校を卒業されていない方でも、入学
資格審査（11月４日㈮までに申請のこと）
で高等学校と同等以上の学力が認められる
と受験できます（申請書は本学学生課にあ
ります）。
＊お問い合わせは、午後１時から午後９時の
間に高知短期大学学生課（☎ 873－2159）
まで。

中国・四国地区国立大学法人等
職員採用試験の試験案内の配布
が始まりました。

受検資格
昭和52年４月２日から昭和62
年４月１日生まれの者
受付期間
　４月１日㈯～4月10日㈪
第一次試験日
　５月21日㈰

詳しくは下記の事務室にお問い
合わせください。

中国・四国地区国立大学法人等
職員採用試験実施委員会採用試
験事務室
住所：広島県東広島市鏡山1-3-2

（広島大学人事部内）
電話：0 8 2 - 4 2 4 - 5 6 1 6
メールアドレス：
shikenjimu@office.hiroshima-u.ac.jp

国立大学法人等
職員採用試験の
お知らせ

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

　

〒
７
６
０

－

０
０
６
８

　
　

高
松
市
松
島
町
１

－

17

－

33

　
　
　
　

人
事
院
四
国
事
務
局　

第
二
課
試
験
係

　

☎（
０
８
７
）８
３
１

－

４
７
６
５ 

ま
で

　

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.jinji.go.jp/
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information

「
あ
な
た
で
す　

火
の
あ
る
く
ら
し
の　

見
は
り
役
」

春
の
火
災
予
防
運
動
始
ま
る

＊
春
先
特
に
多
い
火
災
原

因
は
、
焚
火
・
ゴ
ミ
の

焼
却
・
野
焼
き
等
か
ら

火
災
に
な
っ
た
り
、
不

始
末
に
よ
り
火
災
に

至
っ
た
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
枯
葉
、
枯
草

等
が
ま
だ
ま
だ
多
く
強

風
の
日
が
多
い
こ
と
か

ら
、
焚
火
や
野
焼
き
の

際
に
は
、
水
バ
ケ
ツ
・

消
火
器
等
の
消
火
用
具

を
準
備
し
て
行
い
、
完

全
に
消
え
る
ま
で
目
を

離
さ
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
た
、
風
の
強

い
日
に
は
行
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
毎
年
建
物
火
災
に
よ
る

死
者
（
放
火
自
殺
を
除

く
）
の
う
ち
、
約
９
割

が
住
宅
火
災
に
よ
る
も

の
で
、
特
に
高
齢
者
、

幼
児
等
の
死
者
発
生

率
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
お
年
寄
り
や
子
ど

も
の
生
活
す
る
部
屋
は

一
階
の
避
難
し
や
す
い

所
に
取
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

今
年
も
３
月
１
日
㈬
か
ら
７
日
㈫
ま
で
の
一
週
間
、
全

国
一
斉
に
春
季
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
季
節
は
空
気
が
非
常
に
乾
燥
し
、
風
の
強
い
日
が

多
い
こ
と
か
ら
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
一
旦

火
災
が
発
生
す
る
と
急
速
に
延
焼
拡
大
し
、
大
火
と
な
る

危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
毎
年
こ
の
時
期
に

住
民
の
皆
様
に
「
火
の
用
心
」
に
対
す
る
関
心
を
も
っ
て

い
た
だ
き
、
火
災
予
防
思
想
の
普
及
並
び
に
啓
発
を
行
う

こ
と
を
目
的
に
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
寝
タ
バ
コ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
機
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
や
衣
類
へ
の
延
焼
を
防
ぐ
た

め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

◎
火
災
予
防
に
つ
い
て
は
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

３
つ
の
習
慣

４
つ
の
対
策

３
つ
の
習
慣

４
つ
の
対
策

住
宅
防
火

　

 

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策

狂犬病の予防注射並びに
鑑札の交付について
下記日程にて実施しますので愛犬を連
れて最寄りの場所におこしください。

月日
曜日 場　　　所 時　間 獣医名

４
月
６
日
㈭

岩目地消防屯所 ９：00～９：30

結城先生
（問診　　　
　坂本先生）

竜石神社前 ９：40～９：55
宇井・赤はげ橋前
（えんこう地蔵前） 10：05～10：30

妹背口 10：40～11：00
日高村役場裏
（日下小体育館前） 11：10～11：45

大川内入口 13：00～13：40
馬越消防屯所 13：50～14：00
猿田
（郷土資料館駐車場） 14：10～14：30

福良
（細工所農村公園） 14：50～15：10

日下公民館下分分館
（小村集会所） 15：25～15：45

月日
曜日 場　　　所 時　間 獣医名

４
月
７
日
㈮

柱谷（杉本橋前） ９：00～９：10

結城先生

名越屋集会所 ９：30～９：35

上名越屋（消防屯所前） ９：40～９：50

四社神社前 10：15～10：35

長畑（消防屯所前） 10：40～10：50

長畑（小浜橋） 10：55～11：00

鴨地記念碑前 11：15～11：25

本村（水道ポンプ場前） 11：40～11：45

４
月
９
日
㈰

岩目地消防屯所 ９：20～10：00

松下先生
（問診　　　
　正岡先生）

日高村役場裏
（日下小体育館前） 10：15～11：00

日下公民館下分分館
（小村集会所） 11：15～11：50

５
月
７
日
㈰

岩目地消防屯所 ９：20～10：00

前田先生
日高村役場裏
（日下小体育館前） 10：15～11：00

日下公民館下分分館
（小村集会所） 11：15～11：50



池野いちび選

俳
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教
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い
ち
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○
雪
積
り
最
初
に
降
ろ
す
犬
の
屋
根

山
本
眞
知
子

　

昨
年
末
か
ら
今
年
に
か
け
て
よ
く
雪

が
降
り
ま
し
た
。
雪
か
き
も
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
先
ず
は
犬
の
屋
根

の
雪
か
ら
降
ろ
す
と
い
う
や
さ
し
さ
で

す
。

○
初
雪
や
年
が
ひ
も
な
く
童
心
に

寺
田　

信
子

　

雪
が
降
る
と
子
ど
も
た
ち
は
大
よ
ろ

こ
び
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
初
雪
な
れ

ば
誰
し
も
童
心
に
か
え
っ
た
よ
う
に
な

る
の
で
す
。

○
お
正
月
年
賀
ハ
ガ
キ
に
笑
顔
か
な

山
中　

照
子

　

親
し
い
人
か
ら
と
ど
い
た
年
賀
状
を

見
る
の
は
た
の
し
い
も
の
で
す
。
お
も

わ
ず
顔
が
ほ
こ
ろ
び
ま
す
。

○
初
笑
下
手
な
読
み
て
の

か
る
た
と
り　
　

藤
岡　

政
子

　

お
正
月
の
か
る
た
と
り
で
、
詠
み
か

た
が
あ
ま
り
に
も
お
か
し
か
っ
た
の
で

み
ん
な
が
ど
っ
と
笑
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
新
年
に
な
っ
て
初
め
て
笑
う
こ
と

を
初
笑
と
い
い
ま
す
。

○
春
著
の
子
か
ん
ざ
し
乱
れ
て

父
の
抱
く　
　

山
中　

憲
子

　

春は
る

著ぎ

は
新
年
に
着
る
晴
れ
着
の
こ
と

で
す
。
き
れ
い
に
着
か
ざ
り
、
頭
に
か

ん
ざ
し
も
つ
け
た
子
ど
も
が
、
や
が
て

ね
む
た
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

○
元
旦
や
白
雪
が
ふ
り
客
を
ま
つ

河
村　

孝
重

　

め
で
た
い
お
元
日
、
し
か
も
白
雪
が

降
り
つ
も
る
朝
で
す
。
親
し
い
お
客
さ

ん
も
や
が
て
お
い
で
て
話
も
は
ず
む
こ

と
で
し
ょ
う
。

○
朝
日
う
け
我
が
庭
一
面
銀
世
界

河
村　

時
子

　

庭
一
面
に
積
っ
た
雪
に
、
き
ら
き
ら

と
朝
日
が
輝
く
と
、
こ
れ
が
我
が
庭
か

と
ま
が
う
ほ
ど
美
し
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
。

○
お
正
月
必
ず
添
へ
る
実
南
天

山
中　

芳
子

　

お
正
月
用
の
生
花
。
松
、
竹
、
梅
な

ど
を
生
け
る
の
で
す
が
、
や
は
り
真
っ

赤
な
南
天
を
添
え
て
は
な
や
か
に
な
り

ま
す
。

○
初
笑
二
才
の
孫
の
し
ぐ
さ
か
な

山
中　

静
江

　

一
、二
才
と
い
え
ば
か
わ
い
ら
し
い

さ
か
り
で
す
。
元
気
そ
う
に
に
っ
こ
り

笑
っ
た
顔
と
、
そ
の
し
ぐ
さ
が
浮
か
ん

で
き
ま
す
。

中
村　

梅
子

○
園
児
服
脱
い
で
こ
ぼ
る
る
年
の
豆

節
分
に
「
福
は
内 

鬼
は
外
」
と
唱
え
て

ま
く
の
が
年と

し

の
豆
で
あ
る
。
掲
句
は
、

幼
稚
園
ま
た
は
、
保
育
園
で
豆
撒
き
を

し
て
帰
っ
て
き
た
子
ど
も
を
詠
ん
だ
。

同
じ
作
者
に
、〝
節
分
や
鬼
の
面
つ
け

子
の
も
ど
る
〞の
句
も
。

門
田
の
ぶ
子

○
市
の
前
い
つ
も
来
て
ゐ
る
焼
藷
屋

焼や
き

藷い
も

は
、
丸
焼
、
切
焼
、
ま
た
、
石
焼
、

壷
焼
な
ど
が
あ
っ
て
昔
か
ら
庶
民
的
な

味
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。
寒
い
夜
の
焼
藷

屋
の
声
は
い
か
に
も
冬
ら
し
く
冬
の
季

語
と
さ
れ
て
い
る
。

川
瀬　

晴
恵

春
菊
を
も
ら
ひ
献
立
変
へ
に
け
り

友
達
が
叉
一
人
増
え
日
脚
伸
ぶ

片
岡　

幸
枝

摘
む
ほ
ど
に
春
菊
株
を
大
き
く
す

立
春
の
庭
の
日
差
し
に
出
て
み
た
る

北
添　

正
子

春
菊
や
鍋
一
つ
ぱ
い
の
団
子
汁

春
菊
を
藁
で
束
ね
て
も
ら
い
を
り鎮

西　

美
緒

日
和
良
し
日
も
大
安
や
春
祈
祷

三
方
よ
り
春
の
日
満
つ
る
寝
所
か
な

柏
井　

皓
子

朝
ど
り
の
春
菊
鍋
に
緑
濃
し

一
滴
の
し
ま
ら
ぬ
蛇
口
寒
の
水

島
田　
　

瞳

寒
椿
雨
音
た
め
て
落
ち
に
け
り

枝
垂
る
る
梅
を
く
ぐ
り
て
父
を
訪
ふ

中
山　

美
根

一
弁
は
必
ず
小
さ
き
い
ぬ
ふ
ぐ
り

す
き
焼
の
先
ず
春
菊
に
箸
の
向
く南

部
記
代
子

児
等
の
声
ガ
ヤ
ガ
ヤ
帰
る
春
め
き
て

猫
柳
活
け
た
る
ま
ま
で
根
の
出
し橋

詰
登
志
子

耐
へ
て
き
し
一
人
の
闇
に
豆
を
撒
く

新
築
に
と
も
り
し
灯
の
暖
か
く

濱
田　
　

幸

春
菊
や
伸
び
た
も
の
か
ら
順
に
摘
み

厳
し
さ
の
中
に
何
や
ら
春
け
は
い浜

田　

博
子

便
箋
の
白
の
極
ま
る
寒
便
り

日
と
風
に
梅
の
万
蕾
応
へ
き
し

森
下　

花
子

春
菊
に
母
在
り
し
日
の
日
除
け
棚

東
西
に
伸
び
し
垣
根
や
寒
椿

伊
野
部
哲
也

春
光
の
射
し
て
硯
の
墨
か
を
る

梵
鐘
の
音
に
紅
梅
の
膨
ら
め
る

岩
村　

さ
と

背
ま
る
く
子
守
し
て
ゐ
る
冬
日
向

介
護
し
て
振
り
向
く
空
に
春
の
月川

瀬　

英
子

冬
星
座
犬
と
行
く
道
影
長
し

雨
音
に
目
ざ
め
外
見
る
春
隣

池
野
い
ち
び

ぶ
ら
り
出
て
来
て
探
梅
と
な
り
に
け
り

恋
猫
の
白
と
黒
と
で
あ
り
に
け
り

　

二
月
号
に
字
句
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

川
瀬　

晴
恵

　

誤　

初
糶
の
女
も

─

男
も
掻
き
分
け
て

　

正　

初
糶
の
女
男
も
掻
き
分
け
て



Village NowVillage Now
日高村の人口 日高村の

交通事故発生状況

　　　　　１月分（１月）
人身事故　　３件 （３件）
死　　者　　０名 （０名）
傷　　者　　３名 （３名）

　　　　　　１月末現在
　　　　　　   （前月比）
世帯数 　 2,439　（＋５）
人　口 　 6,164人（－５）
　　　 男 2,936人（－１）
　　　 女 3,228人（－４）

　平成17年10月１日に実施された国勢調
査による日高村の人口は、次のとおりです。
　数値は日高村の世帯名簿集計（要計表に
よる人口）による概数で、平成18年６月以
降に総務省統計局が順次公表する確定値と
異なる場合があります。

日高村の人口 5,895人

総務省統計局のホームページ
http://www.stat.go.jp/

平成17年 2,157 5,895 2,785 3,110

平成12年 2,080 5,968 2,825 3,143

世帯数 総数 男 女

日
高
村

国勢調査速報平成
17年

受賞おめでとうございます受賞おめでとうございます受賞おめでとうございます

　日高村食生活改善推進会で活躍中の植村恭子会長が、
２月 14日高知県庁において、上記の表彰を受けられま
した。
　昭和59年に食生活改善推進員となって以来、親子料理
教室、食事指導講習会等の指導者として地域に即した継
続的な食生活改善の普及活動に携わり、その豊富な知識
と行動力をかわれ平成４年には会長に選出されてからそ
の職についており、村の各種行事には、いなくてはなら
ない中心的人物の一人であり公私ともに多忙な方ですが、
会の後進者育成にも積極的で食生活改善推進員養成教室
への参加者を募り受講を促したり、会員には研修会や講
習会を開き正しい知識と技術の向上を図り健康生活の実
践者として会の組
織強化に熱意を持
って取り組んでお
られる功績が認め
られたものです。
　受賞のお慶びを
申し上げますと共
に、今後とも健康
に留意され、益々
のご活躍を期待し
ます。

－平成17年度栄養関係功労者知事表彰受賞－

○
開
館
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

○
休
館
日
　
月
・
祝
日

○
貸
出

　
ひ
と
り
５
冊
ま
で
、

　
２
週
間

　
　
20
―
１
５
３
３

図書館利用案内

　
２
月
８
日
、
本
に
は
さ
ん
で
使
う
、

し
お
り
作
り
教
室
を
開
き
ま
し
た
。
少

し
む
ず
か
し
い
作
業
が
あ
っ
た
の
で
、

小
学
校
４
年
生
以
上
を
対
象
に
し
ま
し
た
。

学
校
が
早
く
終
わ
る
水
曜
日
だ
っ
た
の

で
13
人
の
参
加
が
あ
り
、
に
ぎ
や
か
な

教
室
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
お
り
は
、
細
く
切
っ
た
お
り
が
み

を
市
松
模
様
に
組
み
込
ん
で
作
る
も
の
で
、
き
れ
い
に
仕
上
げ
る
の

は
け
っ
こ
う
た
い
へ
ん
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
切
り
す
ぎ
た
り
と
多
少

失
敗
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
、

た
の
し
く
し
お
り
作
り
が
で
き
ま
し
た
。

▲こんな、しおりを作りました。

し
お
り
を
つ
く
っ
た
よ
！

し
お
り
を
つ
く
っ
た
よ
！

き
て
く
れ
て
、

　
　
　
あ
り
が
と
う
！

き
て
く
れ
て
、

　
　
　
あ
り
が
と
う
！

　
２
月
26
日
（日） 

、
７
周
年
記

念
行
事
「
コ
ス
モ
ス
文
庫
・
子

育
て
ま
つ
り
」
に
き
て
く
だ
さ

っ
た
み
な
さ
ま
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
あ

っ
て
の
図
書
館
で
す
。
ど
う
か
、

今
後
と
も
コ
ス
モ
ス
文
庫
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
記
念
行
事
は
、

日
高
村
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

と
日
高
村
教
育
委
員
会
の
ご
尽

力
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

広
報
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